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「事業検討推進会」からの提言！ 
 
CRDセンターの活動を第3者的立場で批判し、今後
のセンターの推進事業に対して提言する「事業推進
検討会」（出席者:11名、オブザーバ1名）が8月5日
に本学で開催された。会長に北海道開発コンサルタ
ントの奥山氏を選出し、「製造業への技術支援に対
するセンターの役割」について各委員から提言・意
見を頂いた。室蘭地域は鉄鋼業、機械工業の集積地
である。この地域の特徴を活かした産業の育成や新
産業創出を推し進めることが重要である。このため
には、強力な“世話役”により個々の企業のニーズ
を的確に把握して、関連産業の結び付けを行うこと
が不可欠である。CRDセンターは、大学の研究情報
発信の役割を担うことが必要で、その手段としてイ
ンターネットの活用が考えられる。今年から設置さ
れた室蘭テクノセンター、室蘭市との定期会議(３M
会議)は、産学連携に極めて有効である、などの意
見が出された。 
「企業合同見学会」終える 
 
技術開発講演会に先立ち、CRD ｾﾝﾀｰ研究協力会主
催の見学会 (8 月 20 日午前)が小樽において行われた。
製缶業を主体とする北海製缶(株)と昭和製器(株)の
2社の見学が行われた (参加者は 29 名) 。 
 
 
「技術研究開発講演会」終える 
 
  8 月20 日小樽グランドホテルにおいて、技術開発
講演会「産学官連携による新産業創出への実ステッ
プ」が行われ、産官学の講師による 4 件の講演に 75
名が参加した。通産省の小島技術課長は、演題「日
本の経済構造改革と製造業の対応の方向」の中で、
国際化に向けた新産業創出のために、中小企業病の
罹ることなく、創造活動企業認定(道内企業は 43 社
認定)への挑戦を訴えた。小樽商大瀬戸助教授は
「技術を中心とした企業創出への経営支援システ
ム」で、大学に有能な人材を集中して競争関係をつ
くり、これを地域との連携に活用せよと主張した。
本学の花岡教授は「これからの北海道産業への大学
の果たす役割」で、本学の卒業生の就職先が潜在的
には道内指向が強いことを示唆し、企業の条件整備
が学生の就職に繋がり、技術の向上、新産業創出へ
結び付くことを示した。 (株)光合金製作所の井上
社長は「中小企業の商品開発の問題点と対応」で、
同社の不凍給水栓のトップメーカーへの筋道を語り、
研究室の設置、人材の養成とその人的ネットワーク
の形成が極めて重要であることを説いた。 
 
 
 
【運営委員会】 第3回議事録（9月8日） 
議題 1.大学研究紹介について 
      建設システム工学科及び機械システム工学科の研 
  究紹介を行うことが報告され、承認された。 
議題 2.大学・企業技術交流会、企業合同見学会について  
   大学・企業技術交流会のテーマを「白鳥大橋と対 
  応した地域活性化の戦略」とし、3氏による講演及 
  びパネルディスカッションを行うこと、また午前中、 
  企業合同見学会として、白鳥大橋、エンルムマリー 
  ナ、レインボープロジェクト計画とその現状を見学 
  する旨の説明があり承認された。 
議題3. H9年度プレ共同研究の採択について       
      申請のあった「6件のプレ共同研究のうち 3件を 
  採択したい」旨の発言があり、審議の結果斎藤助教 
  授（材料物性工学科）、畑中助教授（情報工学科）、 
  朝日助手（材料物性工学科）の 3件を採択した。 
       
報告事項 
 1.「リサー チアクティヴィティー 」の原稿募集について 
 2.CRDｾﾝﾀｰ開設10周年記念誌原稿依頼者について 
 
シリーズ 地域の生活環境 
 科学技術の著しい進歩により、私どもを取巻く生活環境は一段と改善されつつあります。この
ような生活環境の変化を科学の目で眺めて問題点を探り、一層の充実をはかることが必要と考え
られます。第１回目では「給湯配管用銅管の腐食とその防止対策」をとりあげました、「白鳥大
橋と交通体系」を今回とりあげた上で、「ゴミ処理とリサイクル」を、シリーズとしてとりあげ
ます。 
= シリーズ  ２ = 
白鳥大橋に対応した地域活性化の戦略 
平成 10 年前半に地域住民の長年の夢であった白鳥大橋が完成し、室蘭市内の環状交通体系が
実現します。白鳥大橋はストックの効果として、周辺の土地利用や住民の生活などに大きなイン
パクトを与えることが予想されますが、その交通を通すという本来の役目を発揮させることと合
わせて、全国民からの贈り物である貴重な地域資産を最大限に生かすことが必要です。 
今回の交流会では、この白鳥大橋の完成に対応した街づくり、産業界や経済界など広域的な地
域活性化の戦略と、そのインパクトやビジネスチャンスについて、講演とパネルディスカッショ
ンで明らかにします。 
 
 
開催日：10 月 17 日(金）  
会 場：ホテル セピアス (３Ｆ丹鶴の間) 室蘭市入江町 1番１２号(Tel.0143-24-1010)  
主 催：室蘭工業大学地域共同研究開発（ＣＲＤ）センター 
共 催：(財)北海道科学･産業技術振興財団、室蘭工業大学ＣＲＤセンター研究協力会 
後 援：室蘭市 
講演会参加費：無料 懇親会参加費：4,000 円 
 
                                                                                                                                                 ****** プログラム  ****** 
 
講演会                                               司 会：室蘭工業大学教授  藤間  聡 
13:30 ～ 13:35 挨 拶                            室蘭工業大学長 泉 清人 
13:35 ～ 13:40 来賓挨拶         (財)北海道科学･産業技術振興財団副理事 中川 修 氏 
13:40 ～ 14:10 基調講演 
           「交通体系の整備と地域活性化の戦略」 
                            室蘭工業大学教授 斉藤 和夫 氏 
14:10 ～14:50 講演１ 
           「新北海道産業政策について」 
              北海道通商産業局地域振興グループ 地域振興課長 浦 忠幸 氏 
 
14:50 ～15:20 質疑応答及び休憩 
15:20 ～16:00 講演 2 
           「白鳥大橋を生かしたまちづくり－海と科学技術のサークル都市むろらん－」 
                            室蘭市企画財政部長 滝口 凱雄 氏 
16:00 ～16:20  質疑応答及び休憩 
16:20 ～17:30  パネルディスカッション 
           「白鳥大橋のもたらす地域社会へのインパクト」 
             パネリスト         浦  忠幸 北海道通商産業局地域振興グループ地域振興課長 
                            滝口 凱雄 室蘭市企画財政部長 
                           道川  忠 室蘭観光協会会長 
                            工藤   室蘭民報社編集局代行 
             コーディネーター  斉藤 和夫 室蘭工業大学教授 
懇親会                       司 会：室蘭工業大学教授 嶋影 和宜 
17:30 ～19:00   
 
申込方法：10月9日までに、はがき、ファックス(0143-47-3298)、E-mail ( crd@muroran-it.ac.jp) 
     にて企業名、役職、氏名、懇親会に参加の有無をご記入の上、お申し込み下さい。              
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